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Quercus材の化学的識別に関する研究 (第 2報 )
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Sunilmary

ln the first paper Of this series we indicated that it is possible to distinguish

wood sPecies by investigatiOn of ultraviolet and inだ rared absorption spectra of
their extracts,

In this paper、 ve repOrted an investigation on the chemical identi£ ication of
the two subgenera o£ japanese o″珍″む″s.
We used the tollowing thirteen species.

Konara
Mizunara
Naragashiwa
Kashiwa
Ubamegashi
Kunugi
Abemaki
Akagashi
lchiigashi

Shirakashi

Tsukubanegashi
Ur2jirogashi

……… 0″♂″θク∫∫0/7,サ ,THuNB.
……… 0.    ♂″夕弓,滅C BLUME
¨中¨ 0.    ,力 ♂″協 BLUME

……す 0.  ′♂2勉チ,THuNB.
・…… O.   /́2y″″,♂ο″公 GRAY
……… 0.    クじクカss,筋 CARRuTH.
……… 0.    う協万r7うゲカS BLUME
・…… 0.  π2筋 THuNB.
・̈・̈  0.    gケ み,BLUME
¨“¨ 0.    留ノ盗ぢ″αり:ο力,BLUME

……… 0.    ´α″σゲブο″筋筋 FRANCHET

…… 0.  sチ修″ψわル MAKINO
Arakashi              ,… .…  o.    gルタじ,THuNB.
The present investigatiOn was undertaken to confirm the tendency that was
considered in the previous paper.The dat2 on IR spectra and paper chromato―
graphy reported herein (in Table 2 and Fig. 5)indiCate that these thirteen′  spe―
cies are dividcd intO fOur main groups,

In this division,Particularly the group B (Kunugi and Abemaki) obtained a
very characteristic Pattern in many POints,

FTom 2 consideration of this pattern, it seems most reasonable to conclude that

the B grOup was separated froHi subgenus Lψ ゲブοう,テ,″″s.
The characteristics of the woOd Ot section ILEX(Ubamegashi)are nOt common
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with all the other Lepidobalanus species,but rather with subgenus ⑫θ′οιク′,″9´ s,s

specles.

The results ot the studies on the pattern Of IR spectra and Paper Chromatogr―

am lend some supPort to Shimaji's condusion on the wood‐ antttomical study of

O″″ε″s.

1・ ま え が き

前報1)では 翻″θ″Sの うち,L″ゲ′οう々力″″S6種 と
の♂乃う,力″ψSゲSl種の計 7種の材の,心辺材各種抽出物

について,一般分析,呈色反応,紫外,赤外吸収の特性

などを検討し,その結果,木材の化学的識別のための検

索材料には,心材が適当であること,また手段として赤

外吸収曲線の傾向が検索に有効であることな どを認 め

,と。

本実験では,この結果にもとずき,Q″″θ″Sの 日本産
2亜属 Crv砂が,οヵ!魏s7種,のεん肋力″″dケS 6種)に
わたり,新たに可及的広域 (北海道・青森・和歌山・岡

山・ 島根・高知)に材料を求め,心材抽出物のIR吸収

挙動を中心として,識別拠点の検討を行なった。また今

回はそれぞれの抽出物のペーパークロマトグラフィ… (

円形展開法)を行ない,併せて検討した。Qν″¢クsの樹

木分類学的分類に対して心材成分の IR的分類はかなり

大きなずれを示すことが明らかとなったが,このずれは

あたかも木材の解剖的所見とよく符合す る傾向を示し

た。

Table l.  江ヽaterials

Lψ″>,力筋S

2.供試材料および実験方法

2.1 供試材料2)3)4)

供 試 Q夕″σ″sと し て は ,コ ナ ラ亜 属 L妙″ ο物 力″クS

が , コナ ラ 0.婢 筋 THuNB`, ミズ ナ ラ Q・ ♂ガSpクカ

BLUME, ナ ラ ガ シ ワ 0・ α″留 ′ BLUME, カ ン ヮ 0.

力 ″″チ,THuNB・ ,ウ バ メ ガ シ 0・ 物́
"″
″ οゲ虎 S GRAY,

ク ヌ ギ 0.'θ″力SSゲ″,CARRuTH, ア ベ マ キ 0.%ガ
'う

蒻 S

BLUME,ア カ ガ シ亜 属 ∽ οttbα力″ψ S'Sと し て ,イ チ イ

ガ シ 0・ 多 乃ク BLUME,ア カ ガ シ 0.π ク″ THuNB.,ソ

クバ ネ ガ シ 0・ Sttsゲ″力 ″ク BLUME,ア ラ カ シ 0.g物 ″じ,

THUNB,,シ ラカ シ 0.物 TSゲ″クヱ万ο″ク BLUME, ウ ラ ジ

ロガシ O,S力ο力,BLUME,の 合計13種を使用し,30個

体,57試料をもって実験した。

材料採取の量および地域は Table lに 示す。

2.2 実験方法

各種の心材より下記の順序にて抽出物をとり, IR吸

収の測定 およびペーパークロマトグラフィーを行なっ

アと。

2.2,1 ,ぃ材抽出物 :それぞれの樹種より心材木粉各

のじ′οうクカ″ψSヴS
Specimens

Localities Number

Ubamegashi

Kunugi

Abemaki

Kashiwa

こヽizunara

Ko4ara

Naragashiwa

t艶留継
a

Okayama

t陣

感 椰

Okayama
Okayama

Ichiigashi

Akagashi

Tsukubanegashi

Arakashi

Shirakashi

Uratirogashi

Kouchi        2

(翌宅駕た留rrna     3

Wakayama     l

Kouchi      2

(l托息4,F盈::a     2
Kouchi      2

２

　

３

　

２
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25夕 をとり,まず温水抽出 (1000形で85～90℃)を行な

い熱時沖過した。これらは40℃以下で減圧濃縮し,真空

乾燥後デシケーター中に保存した。これらの各温水抽出

物について,エーテルを用い25糊で 3回抽出してエーテ
ル可溶部をとり,さ らにその残澄につき酢駿エチルを用

いて同様にして酢酸エテル可溶部を得た。

2.2.2 1R測定 :温水抽出物,エーテル可溶部, 酢
酸エチル可溶部を十分に乾燥し,KBr法 (2//300孵 )に よ
り錠剤として測定した。測定機器は日立製・赤外分光光

皮計 MODEL 215でぁる。
2.2,3ペ ーパークロマトグラフィー5):温水抽出物の

円形展開を行なった。使用♪紙は No.50,展 開溶媒は
n― ブタノール :酢酸 :1%N2HS03水溶液の4:2
:5(v/v/V)を よく混和したのち, 4～ 5日 問室温に
放置したものを用いた。発色剤は 0,5%ァ ル コール性
FeC13で ある。

3.実験結果および考察

3.l IR吸収スペクトル6)7)8)

3.1.1 温水抽出物のIR:測定結果を一括して示し
たものがFig.1でぁる。これによると各樹種共通に3400
Cm-1付近 (CH伸縮)において,コ ナラ亜属のコナラ,
カシワがほとんど吸収がなく,ナ ラガシヮ, ミズナラ,
ウバメガシの順で徐々に吸収が強くなり,ク ヌギ,アベ
マキになると特異的に強い吸収を示すに至る。アカガシ

亜属では,2940cm-1の吸収について, さほど強い傾向
は認めがたいが,イ ティガシ,ァ カガシ,ッ クバネガシ

の吸収は他の3樹種,ア ラカシ,シ ラカシ,ウ ラジロガ
シより多少強い吸収をもっている。したがって

"40cn-1の吸収で,両亜属を通じての傾向としては, コナラ,カ
シワの微弱な吸収と, クヌギ,アベマキの強い吸収の存
在がみられるということである。

つざに 1720cm-1付近 (CO伸縮 :前報において 1710

CIll~1と して総括した1710～ 1720cm-1の 波数域に現われ

る吸収について,今回使用した試料の測定結果では吸収
位置が, 1720cm-1の波数寄りと認められるものが多か

ったので, 本報では1720cm-1の 波数における吸収とし
てまとめた)についてみると, コナラ亜属には,こ の波
数域に吸収のあるものとないもの (きわめて弱いもの)

がある。これは前報の試料によって得られた IRデータ
と一致する。一方アカガシ亜属についても,1720cn-1

の吸収ではコナラ亜属と同様に,吸収のあるものとない

Ubュmegashi

Kunugi

Abemaki

Ka s hiwa

Mizunara

Konara

Naragashiwa

Ichilgashi

Akagashi

Tsukubatta‐

Arakashi

Shirakashi

uralrogash

171X1    1loo 8∞

WAVE NUMBER(cm~1)

Fig. l lnfrared absorption spectra of hotwater

extracts of Qレ 修″¢″s heartwood

もの (弱いもの)の 2っの傾向が認められる。
1720cn-1の 吸収が Shoulderの 傾向は,前報の試料
の範囲においては,コ ナラ亜属のクヌギ,アベマキのみ

に認められ, コナラ亜属の他の4種にも,アカガシ亜属

のシラカンにも認められなかったので,0ク″¢クS中 ,ク

ヌギ,アベマキの特性的な吸収であるかと考えられた。

しかし6種のアカガシ亜属を合む本実験では,両者のほ

かにアカガシ亜属のイチイガン,ツ クバネガシ,アカガ

ンに1720c■ 1の吸収 ShOulderの傾向が認められた。

したがって,0″″σ夕Sの 日本産 2亜属,L砂″οうα力″″d

とのσ′οう,力″ψSゲSは 1720cn-1の 吸収の有無によって,
亜属に対応しない区分ではあるが,明瞭に 2区分するこ

とができる。

この1720crl-1に つよく現われる吸収は, 温水抽出物
の諸性質から,これに合まれるタンニン類によると考え

ることができる。

岡村10)は加水分解型タンエンは赤外線吸収スペクトル

に強いケト吸収が認められることをクリその他で証明し

ており,こ れに対し縮合型がンニンには強いケト吸収は

認めらかないと述べた。 また十河11)は カルボニル基 (
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1720cm‐)の吸収は,ク リ, コナラに強く現われるとし

て, コナラのケンニンに加水分解型の合まれることを推

定している。

筆者らは, コナラの試料 (温水抽出物)を硫酸で加水

分解9)と2)し ,これをTLCi3)に よって調べた結果 gallic

aCidを生成することを認めた。 これに対しクヌギ試料
を同様にして調べたものでは galliC acidは 認められ

なかった。

すなわち, 1720c皿 上に吸収のある (つ よい)コ ナラ

その他のグループには,加水分解型歩ンエンの存在ない

しここに吸収を示す CO基を保有する物質を合むことが

考えられ, 1720cm-1に吸収のない (弱い)ク ヌギその

他のグループは加水分解型タンニンその他 CO基を合む

物質が少ないものと考えら浄る。

前報においてンラカンのIR吸収挙動は一応コナラグ
ループ (1720cm l吸 収あり)に入りながら, なお特異
の吸収をもつことが注目されたが,本報でもその中間的

性格が認められた。

3.1.2 酢酸エチル可溶部のIR:測定結果を一括 し
て示したものが Fig.2でぁる。
この場合もやはり 3400cn l付近に共通的に幅広い大

きい吸収があり,2940cm l,ぉょび 1720cm l付 近の吸

収の強弱など,温水抽出物と同じような傾向がみら浄

る。どちらかといえば,酢酸エチル可溶部の吸収は温水

抽出物の吸収よりも強調される。ただし, ミズナラの吸

収について,2940cll1 1に おいて, 他と比べて強くなる

ことと, 1720cm-1では他と比べて弱くなることの2点

でコナラ,ナ ラガシフ,カ シワと少し異った傾向をもつ

ている。

酢酸エチル可溶部の IR吸収の中で注目すべき波数は
1120ca l(1110～ ■30cI1 1に またがる)である。この
波数の吸収はメトキシル基に関係があると考えられてい

るが, コナラ亜属の7樹種において強い吸収を示してい

る。これに対し,アカガシ亜属の6樹種においては吸収

がほとんど認められないか,弱い吸収に とどまってい

る。すなわち, 1720cn lの場合と異なり亜属に対応す

る吸収挙動の存在が認められる。ただこの対応の中で,

コナラ亜属中のウバメガンは Fig.2に示す ように,
■20cm lの吸収は他 の6樹種に比べて明らかに小さく

特異的である。このことは,ウバメガンがコナラ亜属に

属しながら唯一の常緑種であることと考えあわせて,興

味深いところである。

3.1.3 0″″ι″Sの 4大別 :以上の両抽出物の IR吸

収の中で,比較的明瞭な吸収特性を示す1720cm-1(温水

抽出物)と 1120ca-1(酢酸エチル可溶部)の 2拠点にも

とずいて,Table 2の ように4大別することができる。

Ｅ
，
∽
望
日
Ｐ
硝
時
争

執 lX1 29∞

WAVE
171X1     1100 8∞

NUMBER (cm~1)
291Xl

WAVE
1700    ■lxl
NUMBER(cln~1)

absorption spectra

81Xl

of ethyl acetate extracts Of OPV¢ ″¢″S heartwood.Fig. 21nだ rared



fl・actions

112はm~1
chyl acetate

fractiOns

なお,同一樹種のIR吸収の試料による安定性につい
ては,識別拠点としてかかげた上述の両波数における吸

収挙動は,多少の変化はみられるものの,傾向として種
について固有的であることが認められた。 Fig。 3にそ

の一端を例示する。ミズナラは5地方別の比較であり,

アベマキ,ウ ラジロガンは地上高別の比較である。

Sample No

l.1101tlKttdO

2 AontOri

3. Aomori

4. Okayama

5. Shimane

6.Okayana(0.5m)

7  0kayama(20m)

8 KOuchi(o.3m)

9 KOuchi(12,)

Hotwater frac� ons      Ethyl acetate Fractions

Fig. 3 Stability of the IR spectra of various

samples

3.1,4 ェーテル可溶部のIRI測定結果を一括 して

(81)

Fig.4に示す。 これは前述の4大別区分 (Table 2)
にならって各樹種をあてはめたものである。これを概観

すると,多少の混乱は認められるが,エーテル可溶部の

IR吸収にも,前述 4大別的区分の存在があることがう
かがわれる。

Fig.4 Four main groups by I. R spectra

(ethyl ether fractions)

傾向のずれることで目立つものは, 1720cm-1の吸収

が StrOngの グループの中で, ミズナラが少し弱くなる

こと, ShOulderの グループの中でイテイガンがかなり

強い吸収になることなどである。また, 1120cm lの吸

収が StrOngの グループの中で,ウバメガンが著しく弱

くなっていること,veakのグループの中で,シ ラカシ
が多少強まる傾向があることなどをあげることができ

る。

3.2ペーパークロマトグラフィー :温水抽出物をと
り,上述展開溶媒,発色斉Jを用いて円形展開を行なっ

た。得られたクロマトグラムを前記 4大別区分によって

Fig.5に示す。これによると,両亜属にわたり,ク ロ
マトグラムは青色系に発色するもの (8樹種)と ,帯緑

黄褐色系に発色するもの (5樹種)に分かれた。このこ

とは, 温水抽出r/2の IR,1720clll-1に おける2大別性
と対応し,青色を呈するものは 1720c■ 1に吸収の強い

ものである。このグループ (A,C区)について遊離状
態の gallic acidの 量を比較した結果, C>Aの傾向
が認められた。

また,A,B,C,Dの 4大別区分の各クロマトグラ
ムには,さ らによく似たクロマトグラムを与えるものが

Table 2 Four

QuerCus材の化学的識別に関する研究 (第 2報 )

main grouPs by I R spectra

1720crn~1

1:P生:!::  shoulder or wcak

飩∝融

Mizunam

Mttunara  LeぼdOmanus
Konara       l    Kunu」

造:;蘊
h�a  l   Abenaki
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Fig.5 Chromatogram of the

いくつかある。これを区別して列挙すれば,A区一①ミ
ズナラ, ②コナラ, ナラガシワ, カシワ, ③ウバメガ

ン, B区一④クスギ, アベマキ, C区一⑤ウラジロガ

ン,ア ラカシ,⑥シラカシ,D区―⑦イチイガシ,①ア
カガシ,ッ クバネガンである。この3区分のうち,と く

に注目に値するのは,A区一③ウバメガシとC区一⑤ウ
ラジロガンがきわめて近似のクロマトグラムを示すこと

である。これはIR吸収において認められた傾向とよく

hotwatcr extracts

符合する。

4 む  す  び

木材の識別は,研究,応用両面において重要な仕事て

あるが,種類,材料によりこれは往々困難 な仕事であ

り,専門の研究者でなければ決しかねる場合も多い。こ

のような場合木材の組織学的検索を中心とすべきは当然

であるが,なお簡易で再現性の保証できる別の識別法に
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よリポイントを補なうことができれば,木材識別の信頼

性をより高めることができる。

とくに木材不1用の立場からすれば,樹木分類学的位置
の検索も重要であるが,同等以上に木材の組織学的性質

および木材の化学組成的性質が重要であり,この見地か

らの分類が必要である。

以上のような観点から,簡単な木材の識別法のための

基礎的な2, 3の検討を, 日本産の 0ク″θ″Sについて

行なった結果,次のことが明らかにならた。

(J 心材抽出物のIR吸収のパターンにもとずく木材
の識別性は高いことが認められた。少なくとも,日本産

0″″θ夕s2亜属については安定した識別拠点を設定する
ことができた。さらに個々の樹種の拠点設定は,い くつ

かの吸収特性のいずれを採用するかを検討しなければな

らないが,十分可能であることが認められた。

(2)植物分類学上,9″″θ夕s属のコナラ亜属 L砂″ο―

う,力″クSに属するクヌギ,アベマキについて, 本実験で

は各種のデーがでその特異性が示され, IR的にもきわ
めて明確な識別拠点を与えた。

これについては, 島地氏望)がさきに木材解剖学的に

詳細な検討を行 な った結果, Lψ″ο″力″″S亜属 の
AEGILOPS節のクヌギ,アベマキ両種はDダ /2″οうクカ物d

亜属 (日本産はない)の もの と全 く同型であ り,
L砂,力う,勿″″d亜属には入れがたいとした見解を述べら

れているが,筆者らのIRによる検討でも同様な見解が
得られた。この両樹種はとくに心材成分について,他の
コナラ亜属とはかなりかけはなれた内容をもつことが推

定される。

13)コ ナラ亜属 L砂″力,力物Sの中にありながら,た
だひとつ常緑であるウバメガシについて島地氏14)15)は ,

Lψ肋 ,力″″S亜属の ILE X節のウバメガシはアカガシ

亜属 ∽力うα力″ψsゲsの木材と区別し難いとし, このよ

うな混乱は 9″″ι″sにおける分類学上の亜属および節
の区分に対する再考慮の必要性を暗示しているように思

われると述べた。本実験におけるIR的所見ならびにク
ロマトグラムでも,明 らかに島地氏と同様の見解が得ら

れた。

14)0ク″じクs心材抽出物のIR吸収のパバーンおよび
クロマトグラムの近縁性は,植物分類学的位置よりも,

木材の解剖学的性質の近縁性による分類に,よ り近い傾

向を示すことが認められた。

本研究を行なうにあたり,材料蒐集の面において,札

幌営林局 (浦河署)・ 鈴木導夫 (現北見局),青森営林
局 (佐井署)・ 窪田豊 (現林木育種場山陰支場),同局
(川内署)・ 山田稔雄 (現大阪局),大阪営林局 (新宮
署)・ 八田正弘 (現松江署),同局 (川本署)・ 藤沢秀
夫 (現林野庁),高知営林局 。西村正 (現旭川局)の諾
賢に多大の御援助を頂いた。ここに衷心より感謝の意を

表します。また,鳥大農学部付属演習林職員の方々, と

くに同定標本作成その他について愁始御協力下さった福

富章氏に深謝致します。
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